
99%のためのフェミニズム宣言
C. アルッザ他 著／惠愛由 訳（人文書院，2020）

「99％の私たち」のために，性差別・人種主義・環境
破壊のない社会を。

フェミニズムはみんなのもの─情熱の政治学
B. フックス 著／堀田碧 訳（エトセトラブックス，2020）

平易な語り口で，フェミニズムの定義，理解と前進の
ための批判，運動の変化と展望を説く。

挑戦するフェミニズム
上野千鶴子・江原由美子 編（有斐閣，2024）

フェミニズムは何と格闘し，何を獲得してきたのか。資
本主義が変容した社会で今起きている新たな課題とは。

ネオリベラル・フェミニズムの誕生
C. ロッテンバーグ 著／河野真太郎 訳（人文書院，2025）

若い女性たちに示される「幸せな」人生の選択肢と
その隘路を問う。

フェミニスト経済学
ことはじめ
ケア・労働・社会を考えるための
ブックガイド

大月書店・法政大学出版局・有斐閣　３社合同トークイベント
紀伊國屋書店新宿本店アカデミック・ラウンジ� 2026年4月19日

　フェミニスト経済学についての３冊の本、『フェミニスト経済学』
（有斐閣）、『フェミニスト政治経済学』（大月書店）、『フェミニスト
経済学ハンドブック』（法政大学出版局）が、あいついで刊行され
ました。
　フェミニスト経済学は、これまで経済学が排除し、不可視化し
てきた、家事・育児・介護などのアンペイド・ケアワークを正面か
ら捉え、経済理論のなかでしっかりと問い直そうとする学問です。
そして、ジェンダーやセクシュアリティだけではなく、人種やエス
ニシティ、階級、カーストなどが複雑に交差して生じる抑圧・不平
等の解消を目指します。これらは女性にかぎらず、男性、子ども、
高齢者、わたしたちみんなの権利と、ウェルビーイング（暮らしぶ
りの良い、満たされた状態）にかかわる問題です。
　みなさんもぜひ、わたしたちみんなの経済学、フェミニスト経済
学を始めてみませんか。

選書：フェミニスト経済学ハンドブック編集委員会（日本フェミニスト経済学会）
制作：法政大学出版局

被差別部落女性の主体性形成に関する研究
熊本理抄 著（解放出版社，2020）

部落女性が直面する諸問題を考察し，部落女性によ
る運動の今後の課題と展望を提示する。

在日朝鮮人女性による「下位の対抗的な公共圏」の形成
徐阿貴 著（御茶の水書房，2012）

在日朝鮮人女性たちが果たした夜間中学入学と独立
運動から生まれた主体的言説と新たな公共圏を描く。

外泊外伝─ホームエバー女性労働者たち510日間のストライキの記録
外泊外伝編集委員会 編（現代企画室，2011）

韓国社会を熱く揺さぶった事件と映画「外泊」を読
み解くための，事件の背景や関係者の肉声の記録。

トランスジェンダー問題─議論は正義のために
S. フェイ 著／高井ゆと里 訳（明石書店，2022）

トランス女性である著者が，トランス嫌悪的な社会で
生きるトランスジェンダーの現実を明らかにする。

リプロダクティブ・ジャスティス
L. ロス他 著／申琪榮他 監訳（人文書院，2025）

構造的抑圧から生まれたこの社会運動は，いかにして
不平等を可視化し是正することができるのか。

答えのない人と自然のあいだ
福永真弓・松村正治 編（新泉社，2025）

地球環境が維持できなくなると危惧されるなか，私た
ちはこれから，いかなる自然と生きようとするのか。

バナナ・ビーチ・軍事基地
C. エンロー 著／望戸愛果 訳（人文書院，2020）

背景の異なる様々な女性の声に耳をすませた鮮やか
な政治学的分析。

災害支援に女性の視点を！
竹信三恵子・赤石千衣子 編（岩波ブックレット，2012）

男性基準で進められる支援に苦しめられる女性被災
者たちの実態を報告。多様な支援のあり方を考える。

災害・支援・ケアの社会学
板倉有紀 著（生活書院，2018）

自然災害の被害とニーズを検討し，保健師という職能
の持つ可能性を提起する。

教室から編みだすフェミニズム
虎岩朋加 著（大月書店，2023）

性差別の再生産を止め，既存の権力関係に変化をも
たらそうとする新しいフェミニズム教育論！

選択する力
N. カビール 著／遠藤環他 訳（ハーベスト社，2016）

労働市場に包摂される過程における女性たちの選択
と制約，世帯内関係の変化を描き出す。

つくられる〈農村女性〉
岩島史 著（有志舎，2020）

1950年代から60年代の農村女性政策が，何を不可
視化してきたのかを問う。

中国と日本における農村ジェンダー研究
大橋史恵他 編（晃洋書房，2024）

医療，教育，ケア，財産所有，労働，政治参加などの
あり方に焦点をあてた既存研究の特徴を明らかにする。

バングラデシュの工業化とジェンダー
長田華子 著（御茶の水書房，2014）

日系縫製企業による中国からバングラデシュへの国際
的な移転をジェンダーの視点から分析する。

「ジェンダーと開発」論の形成と展開
村松安子 著（未來社，2005）

経済学にジェンダー視点を取り入れる必要を強調。そ
の導入点として「ジェンダー予算」分析を提起する。

世界システムと女性
M. ミース他 著／古田睦美他 訳（藤原書店，1995）

「主婦化」概念を軸に、社会科学の基本概念（「開発」
「労働」「資本主義」等）や体系を根本から問う。

家父長制以後
E. マセ 著／山下雅之 訳（法政大学出版局，2025）

男性中心主義や異性愛中心主義の規範が不当なもの
となった世界に生じる葛藤をどのように把握すべきか？　

イギリス産業革命期の子どもと労働
J. ハンフリーズ 著／原伸子他 訳（法政大学出版局，2022）

617人にも及ぶ労働者たち自身による膨大な自伝資
料・回想録を初めて徹底的に統計調査。
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フェミニズムを学ぶ人のために
申琪榮・青山薫 編（世界思想社，2026）

知の定説に挑み続けるフェミニズム。いまを問い直
し，未来を変えていく冒険を，この一冊から始めよう。

フェミニズム
江原由美子 著（岩波新書，2026）

フェミニズムとはいったい何なのか。どのように生
まれ，何を主張してきたのか。

フェミニズムってなんですか？
清水晶子 著（文春新書，2022）

性差別のない21世紀を実現するために。フェミニズ
ムを様々なトピックで学ぶ必携の一冊！
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フェミニスト経済学─経済社会をジェンダーでとらえる
長田華子・金井郁・古沢希代子 編（有斐閣，2023）

フェミニズムの視点から，すべての人のウェルビーイ
ングの実現をめざす。

フェミニスト政治経済学
大橋史恵・堀芳枝 編（大月書店，2026）

より公正で持続可能な社会の実現に向けて，政治・
経済的な変革を提言する。

フェミニスト経済学ハンドブック
G. ベリック & E. コンガー 編�	
日本フェミニスト経済学会 訳（法政大学出版局，2026）

アンペイド・ケアワークの問題を分析し，差別や抑
圧，経済的不平等の構造を解体するための50章。

ジェンダーと歴史学 30周年版
J. W. スコット 著／荻野美穂 訳（平凡社，2022）

女性史に光をあて歴史記述に革命的転回を起こした
名著の改訂新版。

認識的不正義
M. フリッカー 著／佐藤邦政 監訳（勁草書房，2023）

知識を伝達し経験を意味づける認識実践が，偏見に
よって歪められる不正義を理論的に析出。

哲
　
学

990円のジーンズがつくられるのはなぜ？
長田華子 著（合同出版，2016）

１カ月4000円ほどで働く女性たちの生活から，グロ
ーバル化した世界の現実が見えてくる。

ひれふせ，女たち─ミソジニーの論理
K. マン／小川芳範 訳（慶應義塾大学出版会，2019）

家父長制を維持するための「魔女狩り」のメカニズム
を明らかにする。フェミニズム思想のベストセラー。



女性ホームレスとして生きる 増補新装版
丸山里美 著（世界思想社，2021）

女性ホームレスの生活史から，女性が貧困に陥る過
程を浮き彫りにする。

「子どもの貧困」を問いなおす
松本伊智朗 編（法律文化社，2017）

家族という仕組みを相対化し，同時に歴史的に女性
が負ってきた社会的不利を考察，論究する。

インターセクショナリティ基本論文集
佐藤文香他 監訳（慶應義塾大学出版会，2025）

現代社会の不平等、差別をフェミニズムから再考す
るためのアンソロジー。

インターセクショナリティの批判的社会理論
P. H. コリンズ 著／湯川やよい他 訳（勁草書房，2024）

交差性論の第一人者の主著にして，批判的社会理論
としての可能性を問う重要文献，初訳。

インターセクショナリティ
P. H. コリンズ他 著／小原理乃 訳（人文書院，2021）

いくつもの要因が絡み合う複雑な権力関係を捉える，
現代社会の最重要概念，その初めての解説書。

企業中心社会を超えて
大沢真理 著（岩波現代文庫，2020）

大企業中心の社会が作り出す歪みと痛みをジェンダ
ーの視点から捉え直した先駆的著作。

生活保障システムの転換─〈逆機能〉を超える
大沢真理 著（岩波書店，2025）

「姥捨て」社会・日本の問題点をあぶり出し，転換の
方途を提言。

新版 貧困とはなにか─概念・言説・ポリティクス
R. リスター 著／松本伊智朗 監訳（明石書店，2023）

最新の研究成果に基づき再分配，承認と尊重・敬意
の統合されたポリティクスを説く名著改訂版。

不平等の再検討─潜在能力と自由
A. セン 著／池本幸生他 訳（岩波現代文庫，2018）

所得分配の面からだけでは解決できない不平等の問題
を，人間の多様性に着目した新たな視点から再考察。

ケイパビリティ・アプローチとは何か
M. ヌスバウム 著／栗林寛幸他 訳（勁草書房，2025）

GDPでは決して測れない，「一人一人が何をすること
ができるか」に光を当てる哲学への招待状。

アダム・スミスの夕食を作ったのは誰か？
K. マルサル 著／高橋璃子 訳（河出書房新社，2021）

女性不在で欠陥だらけの経済神話を終わらせ，新たな
社会を志向する，スウェーデン発，21世紀の経済本。

ドーナツ経済
K. ラワース 著／黒輪篤嗣 訳（河出文庫，2021）

環境問題や貧困問題を解決しながら，幸福な社会を
提案する〈まったく新しい経済モデル〉！

忘れられたアダム・スミス
山森亮 著（勁草書房，2024）

アダム・スミスの理論に決定的役割を果たしていた
「必要」という概念はなぜ忘れ去られたのか。

ホモ・エコノミクス─「利己的人間」の思想史
重田園江 著（ちくま新書，2022）

経済学が前提とする「利己的で合理的な主体」はど
こで生まれ，どんな役割を果たしてきたのか。

日本における女性と経済学
栗田啓子他 編（北海道大学出版会，2016）

女性への経済学教育はどのように成立したのか。初
めての女性経済学者はいつ誕生したのか。

経済学者たちの女性論
柳田芳伸他 編（昭和堂，2025）

資本主義の成立と発展のなかで，過去の経済学者た
ちは女性や家族をどのように描いてきたのか。

資本主義は私たちをなぜ幸せにしないのか
N. フレイザー 著／江口泰子 訳（ちくま新書，2023）

資本主義は私たちの生存基盤を食い物にすることで
肥大化する矛盾に満ちたシステムである。

キャリバンと魔女─資本主義に抗する女性の身体
S. フェデリーチ 著／小田原琳他 訳（以文社，2017）

資本主義の歴史を，女性に対する暴力とその抵抗の
歴史として読み替える。

レイシャル・キャピタリズムを再考する
G. バタチャーリャ 著／稲垣健志 訳（人文書院，2023）

大西洋奴隷貿易と奴隷制，植民地主義はいかに資本
主義の土台となったのか。

グローバル資本主義と〈放逐〉の論理
S. サッセン 著／伊藤茂 訳（明石書店，2017）

新たな段階に入った高度資本主義の支配的論理を実
証的・概念的に可視化しようとする試み。
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ジェンダーと福祉国家─欧米におけるケア・労働・福祉
M. デイリー他 著／杉本貴代栄 訳（ミネルヴァ書房，2009）

量的研究と質的研究の間の中間的比較研究からジェ
ンダーと福祉国家の関係を明らかにする一冊。

主婦である私がマルクスの「資本論」を読んだら
チョン・アウン 著／生田美保 訳（DU BOOKS，2023）

ひとりの主婦が，日本でも翻訳されている話題の書を
含む15冊を読み解く。

ジェンダーの政治経済学─福祉国家・市場・家族
原伸子 著（有斐閣，2016）

ベッカー「新家庭経済学」における女性労働の分析
とその後のフェミニスト経済学の発展を丹念に追う。

ケアリング・デモクラシー─市場，平等，正義
J. C. トロント 著／岡野八代 監訳（勁草書房，2024）

「ケアに満ちた民主主義」を訴えてきたフェミニスト
政治学者トロントの主著を邦訳。

モラル・バウンダリー─ケアの倫理と政治学
J. C. トロント 著／杉本竜也 訳（勁草書房，2024）

ケアという実践を通して政治と社会と道徳・倫理
を総合し，私たちの社会に新たな価値の姿を提示
する。

ケアの社会学─当事者主権の福祉社会へ
上野千鶴子 著（太田出版，2011）

超高齢社会における共助の思想と実践とは何か？　
「ケア」関係における当事者主権とは何か？

愛の労働あるいは依存とケアの正義論 新装版
E. F. キテイ 著／岡野八代他 監訳（白澤社，2023）

ケアを受けること／与えることを社会の核としてとら
え新たな平等の地平を切り拓くケア倫理の名著

女が先に移り住むとき
S. M. ジョージ 著／伊藤るり 監訳（有信堂高文社，2011）

稼ぎ主としての女性の先行型移住は，移住後の労働，
家庭，ジェンダー関係をどう変容させたか。

現代中国の移住家事労働者
大橋史恵 著（御茶の水書房，2011）

改革・開放以降の中国フェミニズムと都市家庭の家
事代行を担う農村女性たちとの連関を描く。

家事労働の国際社会学
伊藤るり 編（人文書院，2020）

ILOが有償家事労働を「労働」として認めるに至った
経緯を把握し，日本の進路を探るための先端的研究。

移動を生きる
小ヶ谷千穂 著（有信堂高文社，2016）

フィリピン移住女性の事例を通して，人の国際移動と
社会移動の二つの移動の概念を批判的に検討する。

家事労働ハラスメント
竹信三恵子 著（岩波新書，2013）

こんなに働いているのに，なぜ貧しい？　公然と放置
され続ける差別の構造。

労働再審（3）女性と労働
藤原千沙・山田和代 編（大月書店，2011）

男性の遥か以前から低条件や無償の労働を強いられ
てきた女性たちの働き方を再検証する。

「セックスワーカー」とは誰か
青山薫 著（大月書店，2007）

女性たちの「生きられた経験」に即して、グローバル
な商業的性取引の理解を試みる。

「生保レディ」の現代史
金井郁・申琪榮 著（名古屋大学出版会，2025）

日本の生命保険産業の発展を最前線で支えた女性営
業職に着目し，その実像を初めて解明。

セックスワーク・スタディーズ
SWASH 編（日本評論社，2018）

性（Sex）と労働（Work）をめぐって現場で蓄積され
てきた知をもとに，セックスワーク研究を切り開く。

なぜ男女の賃金に格差があるのか
C. ゴールディン 著／鹿田昌美 訳（慶應義塾大学出版会，2023）

20世紀以降を振り返りながら各職業のデータを経済
分析し，女性の賃金の上昇を阻む原因を抉り出す。

転勤の社会学
藤野敦子 著（勁草書房，2026）

日本的雇用システムと，それを支える近代家族。転
勤の再生産領域への影響を問う。

部落フェミニズム
熊本理抄 編（エトセトラブックス，2025）

ないものとされてきた存在を可視化する，部落女性９
人による実践と思想。

女のからだ─フェミニズム以後
荻野美穂 著（岩波新書，2014）

性・生理・生殖・妊娠や中絶のタブーの数々から，
女が「からだをとりもどした」時代とは？


